
 

 

■2021-2022 年度 
国際ロータリー 
第 2770 地区戦略計画 

ロータリーのビジョン
声明 
私たちは、世界で、地域
社会で、そして自分自
身の中で、持続可能な良い変化を生むために、人びと
が手を取り合って行動する世界を目指します。 
「より大きなインパクトをもたらす」 「参加者の基盤
を広げる」 「参加者の積極的なかかわりを促す」 
「適応力を高める」 
 
COVID19 のパンデミック
でさまざま影響が… 
対する地区の対応は 
・地区ＩＴ委員会による、
デジタル化のサポート 
・マイロータリーの登録 100％ 
・マイロータリーのラーニングセンターの利用 
 
■2021 年度地区数値目標 
１. 会員数 2600 名以上 
２. 出席率 90％以上（オンラインも含めて） 
３. ロータリー財団寄付 
 年次基金 会員１名 200 ドル 
 ポリオプラス基金 会員１名 50 ドル 
 恒久基金 クラブ１名（べネファクター1000 ドル） 
  ※会員５０名以上のクラブは２名 
４. 米山記念奨学会寄付 会員 1 名 25000 円以上 
  （普通寄付 5000 円 特別寄付 20000 円） 
５. 青少年交換 不確定 
 
■部門委員会別活動方針 
①ロータリーの友について 梶間 純子（浦和中 RC） 
「ロータリーの友」をよく読んでロータリーのことを
理解してほしい 

②管理運営部門 中島 賴光（越谷南 RC） 
みんなの人生を豊かにするために RLI 

③公共イメージ部門   大竹 純（川口 RC） 
メディアや You tube の活用、ポリオ根絶のためのク
ラシックカーレース 

④会員増強維持部門 市川 英敏（八潮みらい RC） 
会員基盤を増強 次々年度 130 名を目標に 

⑤職業奉仕部門 内田 康信（浦和北東 RC） 
職業上においても奉仕活動 「もっとも奉仕するも
のはもっとも多く報いられる」by シェルドン 

⑥社会奉仕部門 横田 松博（浦和中 RC） 
地域の奉仕 卒業式に花いっぱい贈る、こども食堂
の支援など行われているらしい 

⑦国際奉仕部門 国武 充（川口南 RC） 
姉妹クラブへとの交流、海外への支援は、コロナ禍 
で難しい 

⑧青少年奉仕部門 栗原 偉憲（杉戸 RC） 
インターアクト（埼玉栄高校と協定）、ローターアク
ト、ライラ。将来のリーダーシップのスキルを磨く 

⑨ロータリー財団部門 藤村 作（上尾 RC） 
ポリオ根絶、グローバル補助金、財団奨学生関係な 
どに使われる 

⑩米山記念奨学生部門  藤嶋 剛史（大宮西 RC） 
日本で学ぶ留学生を支援  

 
 
※大宮西ロータリークラブでは、例会時、体温の測定、手指消
毒の施行、マスク着用による感染予防に努めております。集合
写真撮影の際は、話をすることなくマスクなしでの画像も撮影
しております。 

 
 
 


